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いつもよりゆっくり歩いてみるだけで
まちの風景は少し変わって見えてきます。

そんな風景の先には、
心地よい場所や素敵なお店の発見、

思いがけない出会いが生まれるかもしれません。

スワマチ スローハイクは
「歩いて楽しいエリアにしよう！」を合言葉に

愛着のわく居心地の良い場を
ゆっくり散策しながら見つける、

2024 年から始まった 1か月間の参加型社会実験です。

1. スワマチスローハイクって何？
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1. スワマチスローハイクって何？

2023 年 3 月、公民が一緒になって、
10 年後の将来イメージを想像し、
まちづくりを進めるための道しるべとして
『上諏訪駅周辺まちなか未来ビジョン』がつくられました。

①上諏訪の資源を活かす 
②歩いて楽しめる 
③グランドレベルに人の活動が感じられる

という 3 つのテーマで
まちの未来の姿をイメージして対話を進めています。

2024 年 3 月、このビジョン実現を目指し、
約 1 年の準備期間を経て、
まちに関わるメンバーがあつまり、
それぞれの課題、情報、活動を共有し、連携しながら
まちづくりを進めるチーム『スワ・マチ・ミライ』が誕生。

上諏訪駅周辺の新しい魅力を生み出すことを目指しています。
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1. スワマチスローハイクって何？

特にスワマチ スローハイクの
舞台となる末広、小和田周辺は、
歴史的な建物や空き店舗をリノベーションした
お店や空き地や、公共スペースを活用して自由に過ごす
風景が増えつつあるエリアです。

地域の方々、店主、関わる方と一緒に、
滞在できる心地よい場を生むなどして、
楽しさや懐かしさを感じながら
歩ける界隈をつくることを目指しています。
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1. スワマチスローハイクって何？

実は、末広・小和田・大手周辺のエリアは、
この６年ほどで、３０件以上もの新しいお店が増えています！

歩きたくなる路地もあったり共同浴場もあったり、
松本や甲府から来てくれる人や、
東京を中心として県外から諏訪のこのエリアを楽しむために
来てくれる人がたくさんいます。
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1. スワマチスローハイクって何？

2024年のスローハイクは、
歩いて過ごす風景をみんなでつくってみようと、４つのことを試しました。
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2. 目的・検証内容の振り返り

2023-24 年度 2025 年度 2026 年度 -

スワ・マチ・ミライで目指していること

風景をつくる
関わり

・道路や駐車場の環境整備
・不動産や有休スペース活用
・広く地域連動 / 活動しやすいコミュニケーションや仕組みづくり
・理解と議論が深まり、行動しやすい体制

必要なこと

歩いて過ごせる 環境づくり
歩きやすい

&
地域の方との自然な

人

環境

歩いて楽しい風景が
日常的に生まれ、

シビックプライド(愛着や誇り)を
感じられる末広・小和田
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2. 目的・検証内容の振り返り

・今のリソース、できる範囲で無理なく行う。
・来訪者が楽しめる ( 疲れない ) 範囲を定める。

検証フェーズでは、「ウォーカブル」の可能性に集中する。
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2. 目的・検証内容の振り返り

大項目 コンテンツ 検証テーマ

①歩くきっかけ
来場者特典!!500円クーポン配布
※akippa駐車場利用者限定

駐車場の紹介

一方通行の実施 車道の狭さ、車歩共存の仕組みを作れるか

②冬でもあたたか 軒先給湯スペース

ぬくぬくヌック(暖炉やストーブがあるお店の紹介)

飲食店のあたたかメニュー紹介

③滞留しやすい ぶらタン利用者へのアンケート調査

スタンプラリー

④自然な交流ができる 出店者募集(集中期間)

出店者募集(１ヶ月)

⑤まちの活動を伝える こけら落とし トークイベント

地域の方々と話す 諏訪のこと

MAPの作成

SNSの活用

エリア内の駐車場不足を補える仕組みを作れるか

冬季の人流をうむことができるか

滞留・回遊性の向上に寄与できるか

空き店舗の利活用とマッチングに寄与できるか

ビジョンや社会実験の意図を周知できるか

アンケート

ヒアリング

定点調査

出店など
意欲調査

リーチ数など
インパクト調査

SNSアカウント
(発信ツール)

グラフィック
ロゴ

風景イメージ 顔の見える
運営イメージ

コンテンツや
創作物

成果物

展開可能な
ノウハウ・情報

定性・定量の
調査データ
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3. 成果①実施内容
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マップの作成
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もっとまち歩きを楽しむためのマップの再編集
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歩くからこそ、楽しい！

生まれたコンテンツイメージ
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既存のコンテンツやエリア内の店舗と連携し、今ある魅力を大切に再編集
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有休 / 公共スペースの活用
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地域事業者や大家のご協力の元、13箇所の遊休 /公共スペースを活用



4. 成果②スローハイクの風景
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過程でみえた風景
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まちの方、まちづくりに興味のある方、エリア内店舗、東京の学生やサポーターなど、盛り上げに参加



4. 成果②スローハイクの風景
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想像を超えて滲み出てきた活動
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運営での発信意外に、様々な方が独自のコンテンツを用意したり、投稿などで一緒に盛り上げ！



地域の今とこれからを話す場づくりとして、トークイベントを開催

運営も地域も一体的に考えて、振り返る開かれたスワ・マチ・ミライとエリアビジョンのヒントを得ることができた

4. 成果②スローハイクの風景
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こけらと結びのスロートーク



5. 成果③広報関連・調査結果
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5. 成果③広報関連・調査結果
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・市民新聞『歩いて楽しむ魅力を PR』

・長野日報『歩いて楽しい場を創出』

・長野日報『スワマチ スローハイク 来年 1月 24日から』

・信濃毎日新聞『JR上諏訪駅前の未来、散歩しながら考えませんか』

・yahoo! ニュース『マップ片手にスワマチを歩こう！』

・公共R不動産『スワマチスローハイク in すえひろ・こわた』

・トコトコ諏訪

・まいぷれ

ほか



5. 成果③広報関連・調査結果
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5. 成果③広報関連・調査結果
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5. 成果③広報関連・調査結果
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37 組の出店者と、12の公共スペース /遊休スペースをマッチングし、新たなつながりを創出
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6. 成果④アンケート結果 (抜粋 )

0 5 10 15 20 25 30 35 40

人数

2時間以上

1～2時間

30分～1時間

30分未満

約67%が 1時間以上滞在
＝本格的なまち歩き型の滞在が成立する

軽い散策 (2-3,000 歩 )

８

Q. 今日の滞在時間はどれくらいでしたか？

(人 )

28
32%

67%
39

38
本格的なまち歩き
(5,000 歩以上 )

①来訪者アンケート

(n＝114人 )
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Q. 今日、徒歩で回った店舗・拠点の数は？
①来訪者アンケート

8～9箇所

6～7箇所

4～5箇所

2～3箇所

1箇所

12人

39人

39人

17人

7人

平均3から５店舗を回遊 /約 60%が４箇所以上を回遊
＝エリア回遊型の行動が生まれている

(n＝114人 )
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6. 成果④アンケート結果 (抜粋 )
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Q. また来たいと思いますか？

『また来たい』(4 以上 ) と感じた方が 88%
＝歩くことで既存店舗や街の魅力・価値を再認識できたこと

0 10 20 30 40 50 60 70 80

人数

1

2

3

4

5 ①知らない場所を知れた
②歩いて回るのが楽しかった
③空気感がよかった

再発見
回遊体験
風景

３つの価値理由 (要約 )

＝イベントそのものでない本質的な価値

88%

(評価 )

( 人 )

①来訪者アンケート

(n＝114人 )
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6. 成果④アンケート結果 (抜粋 )
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Q. 世代を教えてください (帯同者含む ) Q. どこから来ましたか？

主体層は30-40 代で 53% / 幅広い世代 /生活者と来訪者の混在
＝ウォーカブル的価値の根拠となる、ミックス型来訪構造が生まれている

0 5 10 15 20 25 30 35

人数

未回答
70歳以上
60代
50代
40代
30代
20代
学生
10代
小学生
未就学児

(人 )

諏訪市内

末広
小和田

近隣圏内 ( 茅野、下諏訪、岡谷など )

長野県内

県外 (山梨、東京、千葉など )

32%

(9%)

20%
21%
26%

32%

41%

26%

エリア満遍なく
訪問してくれている
(ミックス型来訪構造 )

生活圏

生活圏

広域生活圏

広域
生活圏

外部

外部

①来訪者アンケート

(n＝114人 ) (n＝114 人 )
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6. 成果④アンケート結果 (抜粋 )
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まとめ

①滞在時間

②回遊

③再訪意向

68%が 1時間以上

60%が 4店舗以上

88%が『また来たい』

『滞在・回遊・満足』 ＝ 『愛着』
ウォーカブルの３要素を満たす

・国土交通省「エリアマネジメント推進マニュアル」
・日本都市計画学会研究
などが評価指標として用いる基本指標

①来訪者アンケート

©2026 genkei  All Rights Reserved

6. 成果④アンケート結果 (抜粋 )
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Q. 来場者との接点を感じることができたか

約半数が、顧客接点の多さを感じることができた
＝『回遊 → 機会創出 → 新規顧客』各フェーズごとの接点を生み出せている

②近隣店舗アンケート

0 2 4 6 8 10 12

店舗数

1

2

3

4

5

( 店舗数 )

( 評価 )

12%

48%
2

10

11

3

①普段来ない方が来店された
②スローハイクをきっかけに
　店を知ってもらえた
③自然に立ち寄る人が多かった

①予約業態では飛び込み客と合わなかった
②企画目的の来店が中心

交流機会

回遊性向上

認知機会

88%

(n＝27店舗 )
※無回答含む
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6. 成果④アンケート結果 (抜粋 )
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Q. 他店舗からの紹介 または他店舗を紹介した実績はありましたか？
②近隣店舗アンケート

(店舗数 )

( 評価 )

0 2 4 6 8 10

店舗数

1

2

3

4

5 6

6

9

4

1

80%「一定程度あった」/46%「かなりあった」：明確な紹介行動が確認
＝人の回遊 → 店舗連携 → エリア化　の芽を感じることができる

46%

80%

エリアマネジメントの定義

地域の地権者・事業者・住民が主体と
なり、エリアの価値を維持・向上させ
るための自主的な取り組み

① 情報共有　店や事業者が互いを知る
② 連携行動　共同イベントなど
③ 相互送客　客を紹介し合う

エリアマネジメントの重要行動

(n＝27店舗 )
※無回答含む
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6. 成果④アンケート結果 (抜粋 )



29

Q. 新規顧客の来店に繋がりましたか？
②近隣店舗アンケート

88%「一定程度あった」/50%「かなりあった」
＝総体的に見ると確実な売上増にも良い影響を与えることができている

( 店舗数 )

( 評価 )

0 2 4 6 8 10 12

店舗数

1

2

3

4

5
50%

88%

2

11

10

2

1

・飲食店舗：昨年比 200%
　　　　　   過去最高売上店舗もあり
・物販店舗：20%増などあり

(n＝27店舗 )
※無回答含む
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6. 成果④アンケート結果 (抜粋 )
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まとめ
②近隣店舗アンケート

①顧客接点

②紹介実績

③新規顧客

48%が「とても感じる」

46%が「とても多い」

50%が『また来たい』

『回遊・交流・経済』 ＝ 『愛着』
ウォーカブルの３要素を満たす

・国土交通省「居心地が良く歩きたくなるまちなか」政策
主な評価視点　①滞在時間　②回遊行動　③交流　④消費活動

『回遊・来店・連携』 
良いエリマネ３要素を満たす

①回遊による新規顧客の流入　②来訪者と店舗の接点の増加　③店舗間の連携による自発的活動

といった効果が確認された。

これらの結果から、本取り組みは来訪者の回遊行動と店舗間連携を生み出し、

ウォーカブルエリア形成に寄与する効果があったと考えられる。

・国土交通省エリアマネジメント推進マニュアル
行動指標　①来訪者回遊　②店舗来店　③店舗間連携

©2026 genkei  All Rights Reserved

6. 成果④アンケート結果 (抜粋 )



7. 調査結果サマリー
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効果検証サマリ

大項目 コンテンツ 検証テーマ 総合評価

①歩くきっかけ 一方通行の実施 車道の狭さ、車歩共存の仕組みを作れるか
来場者特典!!500円クーポン配布

※akippa駐車場利用者限定

駐車場の紹介

②冬でもぬくぬく ストーブ等の紹介 冬季の人流をうむことができるか

冬季の人流をうむことができるか

冬季の人流をうむことができるか

給湯スポット

飲食店のあたたかメニュー紹介

③滞留しやすい ぶらタン利用者へのアンケート調査 滞留・回遊性の向上に寄与できるか

石のキーワードラリー 滞留・回遊性の向上に寄与できるかー

④交流できる 出店者募集(集中期間)

出店者募集(集中期間)

空き店舗の利活用とマッチングに寄与できるか

出店者の売上や集客に寄与できるか

⑤伝わりやすい こけら落とし トークイベント

結びのトークイベント

MAPの配布 ビジョンや社会実験の意図を周知できるか

ビジョンや社会実験の意図を周知できるか

ビジョンや社会実験の意図を周知できるか

ビジョンや社会実験の意図を周知できるかSNSの配信

◯

◯

◯

△

◎

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

◎
◎

◎
◎

◯

◯◯

ー

稼働率12.6%

賛成：反対＝4:1

利用数図れず

※アンケートなど参照
滞留効果あり

※アンケートなど参照
滞留効果あり

※アンケートなど参照
滞留効果あり

出店検討者 50％

他エリアへ展開可能性大

利用者満足度&回遊性高い

大寒波による売上影響大

マインドセット効果大

来年度の方針ヒント多数

5,000＋増刷分＝約 10,000

PV50 万 UU18 万フォロー 635 人

結果

総合評価・・・　×：継続なし　△：方針要検討　◯：継続あり　◎：継続必至！
→総合評価は、『結果』の評点とアンケート結果 /スワ・マチ・ミライの協議を元に、総合的に分類

結果　　・・・　×：想定する結果を得られなかった　◯効果を得られた　◎想定を超えた結果を得られた　

エリア内の駐車場不足を補える仕組みを作れるか

エリア内の駐車場不足を補える仕組みを作れるか

©2026 genkei  All Rights Reserved

※評点基準



8. 課題・方向性
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必要なアクション

①歩くきっかけ
↓
②回遊が起きる
↓
③店舗接点が生まれる
↓
④新規顧客が増える
↓
⑤店舗連携が生まれる

政策的指標　　今回の結果

滞在　　　　　1時間以上 68%

回遊　　　　　4店舗以上 60%

交流　　　　　店舗接点 48%

経済　　　　　新規顧客 46%

連携　　　　　店舗紹介 50%

① スローハイクの継続・差別化・拡大

② 店舗ネットワーク形成

③ 回遊インフラ整備

©2026 genkei  All Rights Reserved
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エリアリノベーションに必要な４つの要素

「建築」「不動産」「グラフィック」「メディア」

①スワ・マチ・ミライの役割と体制作り(わかりやすい言語化と目線合わせ)

②他エリアとの連動性(１エリアだけの盛り上がりではない)

③各団体やエリアの活動見える化(すでに良い活動がたくさんある)

④一方通行の実施可否決定、ハード整備に関わる議論(本格的な成果)

⑤日常化するための活動(イベントではない)

1. 課題と進め方案 (新たに進める必要があること&重要論点 )
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①SNS：『まちの情報発信』スローハイクという、提唱を反復して発信

②スローハイク：期間を設定して、より近隣店舗/拠点のためになる活動へ

③まちなかの休憩スポットや回遊コンテンツのノウハウを、他エリアへ

2. 継続できること
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3. やり方を変える /検討した方が良いこと

もっと！スローハイク(集中2日間)：気候によるリスクが大きい。
既存のマーケットとの区別
　　→例えば、1,2ヶ月の空き家出店など進行する場合は方法を要検討
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・当エリアはコンテンツや取り組みが街中で渋滞しているけど、すでにいい取り組みも多い。
それらを再編集、伝え方を工夫することで、もっと知ってもらい、軸を持って地域のブランディングに寄与する可能性があるのでは。

・今あるコンテンツを大事にすることで、他エリアや活動との連携も向上する。

・スワ・マチ・ミライは、「まちの活動をつなぐ・伝える」チームとして、
他事業者も含めてすでにある(やっている)ことを言語化、発信してあげる、応援することが、役割として良いのではないか。
そうすることで、地域の活動が見え、「このエリアならでは」につながるのではないか。

・個別の活動や事業体を応援する、面的な繋がりと活動をうみ、
発信する「地域メディア」のような位置付けを一つの役割として捉えるのはどうか。

※上記の役割により、ニュートラルに(広く満遍なく)地域と関わっていくことができる
※上記の場合、メディア媒体も様々ある中で、いかに役割と立ち位置を明確に持つことができるかを考える必要あり

「エリア全体のブランディングが重要！」

進行過程で特に繰り返し出てきたキーワード

今後進め方の提案

「スワ・マチ・ミライの役割とは？」
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